













































































































方につ て疑義を持っ 以来「いつか機会 あったら、

































































































































































































































































































































くこの結果から切り放してしまい」そして「ことごとく．．  自己本位」 心を省みて」
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きかえなければなら い鋭利な人間漱石の絶望と希求る「どん 親密 夫婦のかた にさえも打ち明ける
「彼岸過迄」以降の世界において発展的に把えられてい
目漱石集s
.251角川近代文学鑑賞講座参照）とされ
r死」の体験の認識にさAえられながら
がより大きく拗いているように見える」
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1岡山県立邑久高校教論•本学第四回卒業ー
する肌寒い精神の傾斜がみられる。
⑬「彼岸過迄」
「行人」では存在不安の原点に遡ろうと
えていくきわめて日本的な生活哲学」をみておられる。できない過現未の連続性（一稲の輪廻競）において考
⑫瀬沼茂桐氏は「夏目漱石」
摘がみられる。るしい力が＾風＞によって象徴されている」という指
側鏡子夫人との実生活における「明」
氏の指摘される大塚楠緒子との恋愛(s
.n
.T文学）
を重ねるとき、
この憧憬（暗い童話）の生々とした具
象性の謎は解けるように思われる。
暉夏鏡子●漱石の思い出」Ull畑有三氏の「門」論(s
.“
.
4国文学）に「ある恐
（注2に同じ）で「神や仏
を信じ も、
それを超越原理とし、
論理とすることの
「暗」に、
小坂晋
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